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が高い。しかし，その名簿は 1942 年までで終わっており，1943 年以後のデータがない。「東アジアに
おける近代女子医学教育の成立と展開―中国・朝鮮を中心として」の「表 1　東京女医学校・女子医
専の中国人留学生数」は 1946 年まで統計しているが，1943 年から 1946 年までは 0 になっている。
　筆者は長期間にわたり留学生名簿を収集した結果，日華学会が作成した 1927-1944 年度中国人留学生
名簿（以下『名簿』）のすべてを手に入れ，満州国大使館が作成した 1935⊖1943 年度（1942 年度を除
く）『満州国留日学生録』（以下『学生録』）も入手することができた。これらの名簿から東京女子医専














学校（12 校），日本女子医学校（5 校），アメリカ医学校（9 校），カナダ医学校（2 校），イギリス医学
校（1 校）の順に並んでおり，総数は 559 名であった。卒業生数の多い順では，夏葛女子医学院 214




　東京女子医専が留学生を受け入れたことは戦時下にも継続され，「留学生総数は 1942 年までに 200 名
以上に上り，そのうち卒業生数も 107 人を数えた。」(4) 戦時下に来日した留学生は「満洲国」以外では殆
ど汪兆銘政権統治下の地域から来ていた。
　下記の表は，今までの研究で判明していない 1943 と 1944 年に在籍していた留学生名簿で，その中の
予科生の多数は統計した年と同年度の新入生である。〈表 1〉の名前の前に○がついているのは休学者
であり，日華学会が名簿を作成した時点ではすでに帰国したと推測できる。
〈表 1〉　『名簿』の東京女子医専 1944 年度在籍「中華民国」留学生（27 名）
姓名 年齢 省　県（市） 科 年級 出身学校 備考
1 王淑雯 河南　濬 本科 4 年 錦州女子師範 補給
2 李政子 23 湖北　武昌 〃 3 年 湖北省立女子高級中学 官費
3 石　鏡 22 河北　行唐 〃 〃 北京師範大学女子附属中学 補給
4 倪華蓉 22 広東　広州 〃 〃 広東省立女子中学 官費
5 汪婉華 22 広東　広州 〃 〃 広東執信女子中学
6 陶　芸 23 江蘇　上海 〃 〃 北京市市立第一女子中学 補給
7 ○厳　邃 22 江蘇　上海 〃 2 年 上海私立民光中学 補給
8 ○郭美慧 24 河北　北京 〃 〃 天津市中西女子中学 補給
9 周華春 23 福建　閔侯 〃 〃 上海震旦女子文理大学附属中学 補給
10 黄玉懋 24 浙江　杭州 〃 〃 北京師範大学附属女子中学 補給
11 謝凡影 23 浙江　杭州 〃 1 年 浙江省立女子中学 補給
12 謝冷紅 24 浙江　杭州 〃 〃 上海市立□□女子中学 補給
13 韓懿方 21 河北　北京 〃 〃 北京師大女附中卒業 補給
14 ○顧曼茜 23 江蘇　無錫 〃 〃 南京国立模範女子中学 補給
15 ○宋志中 24 山東　蓬萊 〃 〃 北京私立志成高級中学 公費
16 ○何希韞 23 広東　順徳 〃 〃 広東省立広東大学一年修了 公費
17 ○方長春 21 福建　福州 予科 B 北京女子中学高中部
18 楊秀芳 23 河北　玉田 〃 〃 河北省通県女子師範卒業 公費
19 ○王玉珍 24 河北　北京 〃 〃 北京市立女子高等中学 公費
20 ○王淑雲 22 河北　北京 〃 A 河北女子師範
21 ○崔静娟 22 河北　北京 〃 〃 北京市立第二女中　 補給
22 ○佟惠光 22 河北　天津 〃 〃 天津私立中西女子中学 官費
23 ○李雪竹 20 河北　北京 〃 〃 国立師範大学附属女子中学 官費
24 葉晴漪 20 広東　番禺 〃 〃 広東大学附属中学 官費
25 梁民玉 20 広東　南海 〃 〃 広東潔芳女子中学校
26 王　意 19 江蘇　上海 〃 〃 安徽省私立□正女子中学
27 盧浦珍 21 河北　呉橋 〃 〃 濱江省立ハルビン女子国民高校
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〈表 2〉　『学生録』の東京女子医専 1943 年度在籍「満洲国」留学生（48 名）
氏名 年齢 本籍 学年 入学年月 卒業予定 出身学校 備考
1 孫桂蘭 25 関東州 研 3 1942，10 1944，9 大連羽衣高女
2 孫貴春 24 奉天 本 3 1940，4 〃 奉天市女子師範
3 ○李世彰 25 錦州 〃 〃 〃 錦州女子国高 季世影
4 ◎張景芬 22 〃 〃 〃 〃 錦州女子国高 趙景芬
5 傅　毅 24 新京 〃 〃 〃 哈爾濱女子国高 伝　毅
6 ◎佟瑞芝 23 奉天 〃 〃 〃 奉天私立坤光国高
7 王紉卿 24 〃 〃 〃 〃 哈爾濱女子国高 王紉郷
8 ◎孫玉貞 24 吉林 〃 〃 〃 奉天女子国高
9 趙慶容 24 奉天 〃 〃 〃 奉天女子国高 趙慶蓉
10 金玉琴 24 吉林 〃 〃 〃 吉林省立女子両級中学
11 魏淑蓮 24 関東州 〃 〃 〃 大連市神明高女
12 劉淑義 27 関東州 〃 〃 〃 旅順高等公学校師範
13 張静容 22 錦州 〃 〃 〃 新京敷島高女
14 竇蓮馥 21 奉天 本 2 〃 1945，9 奉天省立第一女子国高 寶蓮馥
15 趙廼才 20 濱江 〃 1941，4 〃 哈爾濱女子国高
16 ◎李継庸 22 奉天 〃 〃 〃 吉林省立女子国高
17 呉芳薀 21 新京 〃 〃 〃 哈爾濱女子国高
18 王鐵錚 21 吉林 〃 〃 〃 吉林省立女子国高
19 李素琴 22 三江 〃 〃 〃 吉林女子国高
20 周鳳翔 22 吉林 〃 〃 〃 吉林女子国高 周鳳蘭
21 ◎孫世珉 23 安東 〃 〃 〃 奉天坤光女子両級中学
22 李欲賢 23 奉天 〃 〃 〃 奉天坤光女子両級中学
23 ◎楊鍾芬 23 奉天 〃 〃 〃 奉天女子国高
24 斐玉梅 22 奉天 〃 〃 〃 （空白）
25 劉静安 23 関東州 本 1 〃 1946，9 大連高女
26 張素琴 19 吉林 〃 1942，4 ママ 1945，9 ママ 新京敷島高女
27 呂世昭 20 関東州 〃 〃 1946，9 新京敷島高女
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28 郝梅先 20 濱江 〃 〃 〃 哈爾濱第一女子国民
29 呂超侠 20 新京 〃 〃 〃 新京第一女子国高
30 謝慕嫄 19 濱江 〃 〃 〃 吉林女子国高 謝慕媛
31 周鳳翔 19 奉天 〃 〃 〃 齊々哈爾女子国高
32 樓蝉影 19 龍江 〃 〃 〃 齊々哈爾女子国高
33 韓聯壁 21 濱江 〃 〃 〃 哈爾濱第一女子国民
34 葉卓如 20 奉天 〃 〃 〃 洗足高女
35 笵喜華 19 錦州 予科 1943，4 1947，9 留学生予備校
36 張雅棋 20 北安 〃 〃 〃 留学生予備校
37 戚延齢 21 奉天 〃 〃 〃 留学生予備校
38 宋陸存 19 吉林 〃 〃 〃 留学生予備校
39 李鴻坤 19 安東 〃 〃 〃 留学生予備校
40 左秀雲 20 新京 〃 〃 〃 留学生予備校
41 薛啓貞 21 奉天 〃 〃 〃 留学生予備校
42 許広濤 20 奉天 〃 〃 〃 留学生予備校
43 柯若儼 20 錦州 〃 〃 〃 留学生予備校
44 趙松雲 19 奉天 〃 〃 〃 留学生予備校
45 鄂美英 21 龍江 〃 〃 〃 惠泉学園普通部
46 柯若儀 18 錦州 〃 〃 〃 錦州高女
47 張静姿 19 錦本ママ 〃 〃 〃 新京敷島高女













った。1935 年度の学費補給生総数は 380 名であり，その中で「満洲国」の留学生は 118 名(6) であっ










　〈表 2〉に 1944 年「満洲国」留学生予備校からの新入生であった史延芳を加えると 1944 年までの
「満洲国」留学生名簿がほぼ完成する。史延芳の手紙によると，第 7 期の留学生予備校の卒業生の中に
20 数名の女子がいたが，来日したのは 7 名だけであった。入学試験後，東京女子医専に合格したのは
彼女だけで，ほかの 6 名のうち 4 名は大阪女子高等医専に，2 名は帝国女医薬専に合格した(10)。もちろ
ん留学生予備校以外に入学した者がいる可能性は否定できない。〈表 2〉の 1943 年新入生の中には留学




　東京女子医専の元留学生と筆者が最初にお会いしたのは 1994 年のことであり，1944 年に卒業生した
王紉�である。王紉�へのインタビュー記録は拙著『中国人女性の日本留学史研究』(11) に掲載されてい
る。




果，15 通の返信があり，内 10 通はアンケートに回答してくれていた。5 通はその家族からの手紙で本
人が重病で返信できないことや，すでに亡くなったことが書かれていた。住所不明などが原因で 12 通
は戻ってきた。
　2009 年度に 5 回にわたって北京や東北地方に行き，連絡が取れた留学生にインタビューを行った。
彼女たちは，留学事情や帰国後の状況を話してくれただけではなく，関連資料や貴重な写真も提供して
くれた。さらに，『留学生予備校同学録』に名前を載せていない（留学生予備校に入らず日本に留学し











属一院に勤めている柯若儀に連絡を取り，2009 年 9 月から文通を始めた。以来，数回にわたって，イ






　柯若𠑊（2011 年 1 月 25 日死去）へのインタビューは 2009 年 9 月 20 日の一回きりであったが，彼女
の優しい笑顔と優れた記憶力を今でも鮮明に覚えている。以下の柯若𠑊に関する内容は同氏からのアン
ケート調査表とインタビュー記録によるものである。
　柯若𠑊は 1924 年 9 月 16 日に生まれ，瀋陽慎徳小学（6 年），錦州女子中学（その後，錦州女子高等
学校に）（4 年）で勉強した。
　日本に留学したことがある父親は浙江省出身で，鉄道会社で勤めていた。母親は私塾で学んだことが





















　〈表 2〉で分かるように，同年度に満洲から東京女医専への新入生は 14 名であったが，ほかには汪兆
銘政権統治下の地域から来た新入生は 8 名(17) もいた。
3，東京女医専の記憶
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写真 1　東京女医専の留学生たち（1944 年，正門）





















〈表 3〉　満洲医科大学に転学した東京女医専 1943 年度学生
〈表 2〉序号 氏名 卒業後の就職先・専門
35 笵喜華 1949 年卒業，中国医科大学・産婦人科
37 戚延齢 1948 年天津市立第一医院産婦人科⇒天津産婦人科医院
41 薛啓貞 1949 年卒業，中国医科大学・内科，伝染病科
42 許広濤 　　〃　　　　　 〃 　　　生化教研室
43 柯若儼 　　〃　　　瀋陽市立第五医院・内科
44 趙松雲 　　〃　　　中国医科大学・眼科⇒1953 年大連医科大学・眼科
46 柯若儀 　　〃　　　　　 〃 　　　内科⇒1954 年　　　〃　　　内科
　他には帝国女子医学薬学専門学校の闞明礼と関明華も，大阪女子高等医学専門学校の呉益珍も柯氏姉
妹と同時に満洲医科大学に転学した。








から，1949 年中国医科大学に戻り，同大学の第 38 期の学生になった。しばらく政治学習して再び半年
ぐらい実習してから 1949 年 11 月に卒業し，医学士学位を取得した。柯氏姉妹は国立瀋陽医学院の卒業
証書も，中国医科大学の卒業証書も持っている。
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　2015 年 3 月 30 日に筆者が柯若儀を再訪したとき，呂景波（柯若儀の夫，満洲医科大学・国立瀋陽医
学院・中国医科大学時期の同級生）はこの時期について次のように補充してくれた。「満洲医科大学は
本科と専門部に分けられ，学習年限は両方とも 4 年であった。本科は高校卒業（中学校と合わせて 6
年）を条件にしていたが，1937 年からの新学制により，「満洲国」の国民高等学校の学制は 4 年となっ
た結果，その卒業生たちは，専門部にしか入れなかった。呂景波は 1943 年に満洲医科大学専門部に入
学した。専門部は一クラスだけで，50 人のうち女性は 3 人であった。1945 年春に日本から専門部に転
学してきたのは柯氏姉妹などの女性以外に男性が 3 人であった。
　呂景波も二つの卒業証書をもっているが，それは瀋陽以外の都市で実習し，その後，瀋陽（中国医科
大学）に戻った者に限られたという。1948 年に瀋陽は共産党の第 4 野戦軍に包囲され，国立瀋陽医学
院の一部は北京に行き，北京弁事処が成立し，学生の募集も一回した。しかし，国民党の敗退によっ
て，北京も危なくなり，1948 年秋に急いで卒業証書を配ることになった。天津で実習している呂景波









休」(19) になったが，心内科の特聘教授として 89 歳の現在までも勤め続けている。
　文化大革命の時期に柯若儀もほかの知識人と同じく，いろいろな罪名で批判され，「思想改造」のた
写真 3　柯若儀国立瀋陽医学院の卒業証書（1948 年 12 月）
柯若儀提供









跡を記録した『从医執教 60 年記念冊』（2006 年）を作成した。その中には東京女医専に留学した時の
写真，留学前，帰国後の各時期の写真，国立瀋陽医学院と中国医科大学の卒業証書，数多い研究成果，
さまざまな奨励証書などがならべられている。柯若儀の医学への貢献がよくわかる記念冊である。
　2015 年 1 月筆者は再び大連医学大学第一附属病院に柯若儀を訪ねた。診察を終えて足早に歩いてく
る白衣の柯若儀を見て本当に感服した。柯若儀は教授室で本稿を確認し，いくつか補充してくださった。
　柯若儀の子供たちも孫たちも医者になり，柯若儀夫婦は，今大連で幸せに暮らしている。
写真 5　柯若儀（89 歳）と夫呂景波（90 歳）夫婦
2015 年 1 月 5 日　周一川撮影
　終わりに
　〈表 1〉と〈表 2〉からいままで不明であった東京女医専留学生の在学状況が明らかになった。「中華












　本研究は Jsps 科研費 25360051 の助成を受けたものである。
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（18）2010 年 8 月 15 日，筆者の柯若儀へのインタビューによる。
（19）中華人民共和国建国（1949 年 10 月 1 日）前に共产党政権の仕事に参加した者に対する離職休養制度であ
る。退職と違い，給料は 100％ 継続に支払われ，医療費用もすべて国負担である。
